
近
世
中
・
後
期
の
熊
本
藩
は
、
賢
公
と
し
て
知
ら
れ
る
藩
主
・
細

あ
苔
や
ま
ぎ
ょ
く
ざ
ん

川
重
賢
の
影
響
も
あ
り
、
秋
山
玉
山
を
筆
頭
に
優
れ
た
学
者
の
多
く

存
在
す
る
地
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
織
り
な
す
学
問
的
交
流
は
全
国
的

に
見
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
論
で
取

り
上
げ
る
高
本
紫
漠
は
、
そ
の
中
に
於
い
て
も
個
性
的
な
面
を
持
っ

て
い
る
。

彼
は
、
熊
本
藩
の
儒
者
と
し
て
勤
め
た
人
物
で
あ
り
、
教
授
と
し

て
は
秋
山
玉
山
、
藪
孤
山
に
続
い
て
三
代
目
に
当
た
る
。
藩
校
・
時

習
館
に
於
い
て
教
授
職
は
総
教
に
次
ぐ
位
置
に
あ
り
、
勉
学
上
の
最

高
職
で
あ
る
が
、
そ
の
職
に
相
応
し
い
人
物
が
い
な
け
れ
ば
欠
貝
と

す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
教
授
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

藩
命
に
よ
り
藩
主
・
細
川
重
賢
の
伝
記
「
銀
台
遺
事
』
の
編
纂
を
命

じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
優
れ
た
儒
者
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
端

が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
彼
個
人
を
扱
っ
た
論
文
は
殆
ど
な
い
と
言
っ

て
良
く
、
そ
の
人
物
研
究
は
武
藤
厳
男
編
「
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
正
続

序 た
か
も
と
し
め
い

高
本
紫
涙
の
和
学

合
巻
、
後
編
（
隆
文
館
、
明
治
四
十
四
年
七
月
、
昭
和
三
年
七
月
、

以
降
「
先
哲
偉
蹟
』
と
略
す
）
や
熊
本
市
役
所
編
「
熊
本
市
史
』
（
臨

川
書
店
、
昭
和
七
年
初
版
、
昭
和
六
十
一
年
復
刻
版
）
、
新
熊
本
市

史
編
纂
委
員
会
編
『
新
熊
本
市
史
』
（
平
成
十
五
年
三
月
）
と
い
っ

た
郷
土
史
研
究
に
見
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
記
述
か

ら
は
、
前
述
し
た
、
紫
漠
の
他
と
は
異
な
る
個
性
的
な
面
が
窺
え
る
。

そ
れ
は
、
藩
校
の
教
授
と
し
て
の
優
れ
た
儒
者
の
面
を
持
ち
な
が
ら
、

和
学
に
も
精
通
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
和
学
を
重
視
す
る

彼
の
存
在
が
、
後
の
熊
本
に
於
け
る
国
学
興
隆
の
礎
に
な
っ
た
と
も

評
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
面
か
ら
、
「
儒
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

国
学
も
疎
か
に
し
な
い
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
彼
で

あ
る
が
、
本
稿
は
、
そ
の
高
本
紫
漠
の
和
学
と
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
を
考
察
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
先
ず
は
紫
漠
の
略
歴
を
記
す
。
以
下
の
記
述

は
「
先
哲
偉
蹟
」
巻
三
「
高
本
紫
漠
」
項
に
所
収
の
諸
資
料
、
熊
本

市
役
所
内
秋
山
高
本
二
先
生
追
遠
会
編
纂
•
発
行
『
玉
山
・
紫
澳

両
先
生
略
伝
』
（
明
治
四
十
五
年
四
月
）
等
を
基
に
し
た
。

柿

本

加

奈
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高
本
紫
洟
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
生
ま
れ
る
。
名
を
順
、

字
を
子
友
、
初
め
慶
蔵
と
称
し
、
後
に
敬
蔵
と
改
め
る
。
号
を
紫
漠
゜

本
は
藩
医
•
原
田
宗
昆
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
幼
時
に
同
じ

＜
藩
医
で
あ
る
高
本
玄
碩
の
養
子
と
な
る
。
古
向
本
氏
は
、
文
禄
の
役

の
際
に
朝
鮮
半
島
よ
り
捕
ら
え
ら
れ
て
き
た
李
宗
閑
を
祖
と
し
、
紫

漠
は
そ
の
五
代
目
と
な
る
。
紫
漠
が
姓
を
李
氏
と
名
乗
る
の
は
こ
の

為
で
あ
る
。

紫
澳
は
幼
い
頃
よ
り
、
父
か
ら
厳
し
く
学
ん
だ
と
さ
れ
る
（
『
先

哲
偉
蹟
』
所
載
「
池
松
筆
記
」
に
、
素
読
な
ど
を
受
け
る
際
に
は
、

群
が
る
蚊
を
払
う
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
挿
話
が
あ
る
）
。

そ
の
よ
う
に
し
て
学
ん
だ
成
果
か
、
紫
漠
は
幼
く
し
て
そ
の
オ
名
高

く
、
詩
を
能
く
し
、
時
習
館
教
授
・
秋
山
玉
山
も
そ
の
オ
を
愛
し
て

「
国
、
又
一
詩
家
を
獲
ん
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
玉
山
と
紫
漠
に
関

し
て
は
次
の
よ
う
な
挿
話
も
あ
る
。
或
る
日
、
玉
山
は
紫
漠
に
夜
遊

を
勧
め
た
。
し
か
し
そ
の
年
は
飢
饉
で
庶
民
は
飢
え
て
い
た
。
そ
こ

で
、
紫
漠
が
「
葛
根
ほ
る
岡
の
翁
の
苦
し
み
を
知
ら
で
や
人
の
遊
び

ゆ
く
ら
ん
」
と
詠
み
、
誘
い
を
辞
し
た
所
、
そ
の
歌
を
受
け
取
っ
た

玉
山
は
遊
行
を
止
め
た
と
い
う
。
そ
れ
が
紫
涙
、
十
六
歳
の
時
で
あ

る。
宝
暦
年
間
（
一
七
五
―
|
―
七
六
三
）
か
ら
七
、
八
年
阿
蘇
山

（注
1
)

に
隠
棲
す
る
が
、
明
和
四
年
二
七
六
七
）
に
養
父
玄
碩
の
死
に

よ
り
家
督
を
継
ぎ
、
外
様
医
師
組
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
同
八
年

（
一
七
六
九
）
、
儒
者
に
召
し
直
さ
れ
、
時
習
館
訓
導
と
な
る
。
安
永

二
年
（
一
七
七
三
）
世
子
治
年
の
近
習
監
と
な
り
江
戸
藩
邸
へ
赴
く
。

―
一
年
後
の
同
四
年
、
治
年
公
の
下
国
に
伴
い
帰
国
、
訓
導
に
復
帰
す

る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
は
時
習
館
助
教
と
な
り
、
同
八
年
、

教
授
職
に
就
く
。
こ
の
後
紫
澳
は
没
年
ま
で
教
授
職
に
あ
る
こ
と
に

な
る
。
詳
細
は
今
回
割
愛
す
る
が
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら

五
度
に
渡
る
辞
職
願
い
を
出
す
も
、
藩
主
か
ら
保
養
と
赴
館
の
免
除

ま
で
言
い
渡
さ
れ
、
な
お
も
教
授
職
に
あ
る
よ
う
請
わ
れ
た
こ
と
は
、

紫
漠
の
優
れ
た
藩
儒
と
し
て
の
面
を
窺
う
に
足
る
出
来
事
だ
ろ
う
。

文
化
九
年
(
-
八
―
二
）
に
職
を
辞
し
、
翌
年
の
文
化
十
年
十
二
月

二
十
六
日
に
没
す
、
享
年
七
十
六
歳
。

同
時
代
の
肥
後
の
和
学

紫
漠
自
身
の
和
学
の
前
に
、
ま
ず
は
同
時
代
の
熊
本
に
於
い

て
、
紫
漠
の
他
に
和
学
を
能
く
す
る
人
の
存
在
を
確
認
し
て
お

く
。
紫
洟
よ
り
は
前
の
時
代
に
な
る
が
、
辛
島
古
淵
(
-
六
一
＿
ニ
ー

一
六
九
三
）
、
井
澤
婚
龍
（
一
六
六
七
ー
一
七
―
―

10)
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
古
淵
は
、
初
め
宇
土
支
藩
に
仕
え
て
い
た
が
、
辞
し
て
京
都

に
出
、
山
崎
闇
斎
に
学
ん
だ
。
後
、
本
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
藩
侯

の
命
に
よ
り
肥
後
の
名
所
旧
跡
を
調
査
し
て
地
誌
の
編
纂
に
携
わ
っ

第
一
節
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た
。
婚
龍
は
、
江
戸
に
在
っ
た
時
に
、
山
崎
闇
斎
門
下
に
就
き
垂
加

神
道
を
学
び
、
熊
本
に
国
学
を
伝
え
た
。
そ
の
著
書
も
数
多
く
、
傑

出
し
た
人
物
だ
と
言
え
る
。

そ
の
後
は
、
紫
澳
と
ほ
ぽ
同
時
代
の
、
伊
形
霊
雨
（
一
七
四
四
ー

一
七
八
七
）
が
出
る
。
紫
涙
と
も
交
流
が
あ
り
、
互
い
の
詩
集
に
そ

の
名
が
見
え
る
な
ど
、
盛
ん
に
行
き
来
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元

は
玉
名
郡
木
葉
村
の
農
民
だ
っ
た
が
、
藩
命
で
京
都
に
遊
学
し
、
滋

野
井
公
に
職
原
抄
研
究
を
学
び
、
帰
国
の
後
は
時
習
館
で
詩
文
•
国

学
の
師
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
、
紫
渓
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
の
あ
っ
た
人
物
を
述
べ
れ
ば
、
阿

蘇
神
社
の
宮
司
で
あ
る
阿
蘇
惟
典
、
ま
た
そ
の
息
子
惟
馨
が
い
る
。

紫
漠
は
前
述
の
通
り
、
阿
蘇
に
七
、
八
年
の
間
庵
を
結
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
名
を
「
萬
松
薩
」
と
い
う
が
、
惟
典
は
紫
漠
に
こ

の
地
に
庵
を
結
ぶ
こ
と
を
許
し
、
賓
師
と
し
て
迎
え
た
。
紫
漠
の
許

に
は
身
分
の
上
も
下
も
な
く
、
様
々
な
学
者
達
が
訪
れ
て
い
た
と
い

う
。
紫
漠
も
ま
た
、
こ
の
時
に
阿
蘇
家
の
古
典
籍
の
蔵
書
に
触
れ
て
、

研
鑽
を
積
ん
だ
と
推
察
さ
れ
、
そ
れ
が
後
々
ま
で
彼
の
和
学
の
大
き

な
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
日
々

の
中
で
、
紫
漠
は
阿
蘇
の
風
土
を
詠
ん
だ
が
、
こ
の
時
の
詩
歌
を
収

め
て
い
る
の
が
後
述
す
る
「
阿
蘇
布
理
」
で
あ
る
。

こ
の
後
、
紫
漠
は
時
習
館
の
講
師
に
請
わ
れ
た
為
に
阿
蘇
を
去
る

こ
と
に
な
る
が
、
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
、
阿
蘇
に
赴
き
滞
在
し

た
際
に
、
論
語
の
講
釈
を
行
い
、
阿
蘇
氏
の
家
塾
の
記
を
惟
馨
に
請

わ
れ
、
草
し
て
い
る
（
※
本
稿
末
に
掲
げ
る
）
。
ま
た
、
紫
漠
が
萬

松
鷹
に
在
っ
た
時
、
自
作
の
詩
を
石
に
彫
り
庭
に
建
て
た
が
、
彼
が

阿
蘇
を
去
っ
て
か
ら
は
阿
蘇
氏
の
庭
に
移
さ
れ
、
主
無
き
萬
松
薩

は
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
紫
漠
没
後
、
こ
れ
を
愁
え
た
後
の
天

保
(
-
八
三

0
ー
一
八
四
四
）
の
頃
の
阿
蘇
家
大
宮
司
・
惟
治
が
石

（
注

2
)

碑
を
元
の
萬
松
薩
址
に
戻
し
、
「
萬
松
薩
八
首
」
の
五
字
を
記
し
て
、

紫
漠
を
称
え
て
い
る
。
斯
様
に
、
紫
漠
と
阿
蘇
家
の
関
わ
り
と
は
深

い
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

第
三
節
で
述
べ
る
本
居
宣
長
と
も
関
係
の
あ
る
人
物
と
い
え
ば
、

山
鹿
郡
久
原
村
天
目
一
神
社
の
神
主
で
あ
っ
た
帆
足
長
秋
は
、
天
明

六
年
（
一
七
八
六
）
に
熊
本
で
初
め
て
本
居
宣
長
の
門
人
と
な
っ
て

お
り
、
彼
の
入
門
に
よ
っ
て
熊
本
の
国
学
は
発
展
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
も
後
に
述
べ
る
紫
漠
の
弟
子
で
あ
る
長
瀬
真
幸
も
、
長
秋
を
通

じ
て
宣
長
の
国
学
に
興
味
を
持
ち
、
門
人
と
な
っ
て
い
る
。

阿
蘇
大
宮
司
家
や
、
長
秋
、
後
述
の
宮
川
乱
な
ど
、
そ
の
他
宣
長

の
門
人
録
に
見
え
る
人
々
は
、
殆
ど
が
神
職
に
あ
る
者
で
あ
り
、
前

に
挙
げ
た
辛
島
古
淵
、
井
澤
婚
龍
も
垂
加
神
道
の
教
え
を
受
け
て
い

る
。
「
新
熊
本
市
史
』
で
は
こ
れ
を
「
民
間
の
国
学
が
神
道
中
心
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
時
習
館
の
国
学
は
文
学
・
歌
学
中
心
の
性
格
が
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第
二
節

濃
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
。
ま
た
、
紫
涙
が
在
野
の

学
者
で
は
な
く
、
藩
儒
、
し
か
も
後
に
は
藩
校
の
教
授
と
い
う
身
分

だ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
こ
の
当
時
の
熊
本
に
於
け
る
和
学
者

と
し
て
の
紫
漠
の
存
在
は
柳
か
特
異
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。
尚
、
郷
土
史
家
・
上
妻
博
之
氏
に
よ
る
「
本
居
宣
長
と

肥
後
人
」
（
雑
誌
『
日
本
談
義
」
昭
和
二
十
七
年
九
ー
十
一
月
号
）

に
於
い
て
も
、
宣
長
門
人
と
な
っ
た
熊
本
の
人
物
に
つ
い
て
調
査
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
弥
富
破
摩
雄
著
『
契
沖
と
熊
本
』
（
昭
和
四
年
五
月
）
で
は
、

紫
漠
が
和
学
の
知
識
・
思
想
を
育
ん
だ
場
と
し
て
阿
蘇
家
の
存
在
を

挙
げ
、
熊
本
に
は
、
阿
蘇
家
か
ら
出
た
肥
後
独
自
の
国
学
と
、
帆
足

や
後
述
す
る
紫
漠
の
門
弟
・
長
瀕
真
幸
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
鈴
屋

の
国
学
と
の
一
一
流
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
鈴
屋
の
学
が
持
ち
込
ま

れ
る
以
前
に
肥
後
に
は
阿
蘇
家
に
よ
っ
て
契
沖
の
学
が
存
在
し
て
お

り
、
後
の
熊
本
に
於
け
る
国
学
興
隆
は
真
幸
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た

宣
長
学
よ
り
も
寧
ろ
こ
の
影
響
が
あ
っ
た
故
と
し
て
い
る
。

紫
涙
の
和
歌
・
和
文

現
在
、
紫
漠
の
和
歌
を
ま
と
め
て
見
ら
れ
る
の
は
、
武
藤
厳
男
・

宇
野
東
風
・
古
城
貞
吉
絹
纂
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
二
巻
（
歴
史
図

書
社
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
、
以
降
『
文
献
叢
書
』
と
略
す
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
高
本
順
大
人
家
集
」
（
以
降
、
「
家
集
」
と
略
す
）

で
あ
ろ
う
。
『
文
献
叢
書
』
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
宇
野
東
風
氏
が

明
治
三
十
九
年
に
記
さ
れ
た
序
文
に
よ
れ
ば
、
宇
野
氏
が
紫
漠
の
和

歌
で
残
存
し
て
い
る
も
の
を
集
め
、
写
し
て
お
い
た
も
の
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
紫
漠
自
身
が
残
し
た
歌
集
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

が
、
抑
も
あ
ま
り
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
紫
漠
の
和
歌
を
集
め
て

あ
る
だ
け
で
も
価
値
が
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
、

「
長
瀬
真
幸
ぬ
し
を
お
く
る
歌
井
序
」
、
「
詠
百
首
和
歌

r
「
春
江
花

月
夜
」
、
「
を
り
／
＼
の
歌
」
、
「
阿
蘇
布
理
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
長
瀬
真
幸
ぬ
し
を
お
く
る
歌
井
序
」
ー
—
'
紫
漠
が
弟
子
・
長
瀕
真

幸
の
伊
勢
・
京
へ
の
遊
学
の
際
に
渡
し
た
も
の
。
次
節
で
詳
述
す
る
。

「
詠
百
首
和
歌
」
ー
ー
「
神
祗
」
、
「
月
」
、
「
風
」
等
の
二
十
五
の
題

に
つ
き
四
首
ず
つ
、
計
百
首
を
詠
ん
だ
も
の
。

「
春
江
花
月
夜
」
ー
ー
ー
「
春
の
夜
友
た
ち
と
ひ
来
て
物
か
た
り
す
る

つ
い
て
に
春
江
花
月
夜
と
い
へ
る
詩
を
旬
題
に
し
て
歌
よ
め
と
い
ヘ

れ
は
よ
め
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
の
張
若
虚
の
七
言
三
十
六
旬
の

長
詩
「
春
江
花
月
夜
」
の
旬
を
題
に
し
て
詠
ん
だ
三
十
六
首
。
阿
蘇

惟
典
の
名
前
も
見
え
、
萬
松
薩
で
詠
ん
だ
も
の
か
。

「
を
り
／
＼
の
歌
」
|
|
「
花
」
や
「
七
夕
」
と
い
っ
た
題
の
歌
や
、

「
阿
蘇
の
萬
松
匿
を
お
も
ひ
や
り
て
」
、
「
時
習
館
の
あ
り
さ
ま
の
や
、

お
と
ろ
ふ
る
に
つ
け
て
」
、
臨
終
の
際
の
歌
な
ど
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
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て
い
る
が
、
歌
の
並
び
に
は
や
や
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
印
象
を
受
け

る
。
後
述
の
、
高
山
彦
九
郎
へ
贈
っ
た
歌
や
、
本
居
宣
長
と
の
贈
答
歌
、

阿
蘇
惟
典
・
惟
馨
と
の
贈
答
歌
等
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
阿
蘇
布
理
」
|
|
＇
阿
蘇
で
の
年
中
行
事
や
そ
の
景
観
を
詠
ん
だ
歌

に
、
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
阿
麻
で
の
隠
棲
時
代
の
作
で

あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
紫
漠
の
和
歌
を
集
め
た
も
の
に
「
高
本
大
人
遺
文
」
（
上

妻
文
庫
68
所
収
、
昭
和
十
七
年
写
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
熊
本
県
立

図
書
館
蔵
・
上
妻
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
宇
野
氏
の
写
し
を
多

く
含
む
為
、
「
家
集
」
と
収
録
内
容
が
重
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
「
家

集
」
に
未
載
の
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
詳
細
を
挙
げ
て

お
く
。収

録
さ
れ
て
い
る
の
は
「
阿
蘇
不
里
」
、
「
春
江
花
月
夜
」
、
「
鈴
鹿

川
長
瀬
ぬ
し
を
お
く
る
歌
井
序
」
、
「
詠
百
首
和
歌
」
、
「
高
本
順
大

人
歌
集
」
、
「
を
り
／
＼
の
歌
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
阿
蘇
不
里
」
か
ら
「
詠

百
首
和
歌
」
ま
で
は
『
文
献
叢
書
』
所
収
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

「
高
本
順
大
人
歌
集
」
は
「
肥
後
文
献
叢
書
巻
二
に
「
を
り
／
＼
の
歌
」

と
題
せ
り
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
『
文
献
叢
書
』
の
「
を
り
／
＼
の
歌
」

そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
大
正
元
年
発
行
の
『
高
本
順
大
人
百
年
祭
記

念
先
哲
遺
稿
』
（
河
島
豊
太
郎
編
、
河
島
書
店
、
大
正
元
年
十
一
月
。

以
降
、
『
先
哲
遺
稿
』
と
略
す
）
に
「
鈴
鹿
川
」
と
さ
れ
て
い
る
箇

所
を
参
照
し
て
写
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
『
文
献
叢
書
』
に
未
載
の

歌
も
二
十
三
首
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
「
を
り
／
＼
の
歌
」
は
、
『
先
哲
遺
稿
』

に
無
く
、
『
文
献
叢
書
』
に
あ
る
も
の
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

『
先
哲
遺
稿
』
が
大
正
元
年
の
発
行
で
あ
り
、
そ
れ
を
参
照
し
た
「
高

本
順
大
人
遺
文
」
が
昭
和
十
七
年
の
写
で
、
「
家
集
」
よ
り
後
の
成

立
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
内
容
が
整
理
さ
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
歌
の
並
び
が
「
初
春
待
花
」
、
「
暮
春

郭
公
」
、
「
梅
雨
晴
」
と
、
春
夏
秋
冬
の
順
に
な
っ
て
い
た
り
、
本
居

宣
長
に
関
す
る
歌
は
ま
と
め
て
あ
る
な
ど
、
内
容
を
考
慮
し
た
並
び

に
な
っ
て
い
る
為
だ
ろ
う
。
な
お
、
上
妻
氏
が
参
照
し
た
『
先
哲
遺
稿
」

に
は
、
紫
漠
の
歌
が
十
二
首
追
加
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
「
文
献
叢
書
』
に
も
「
高
本
大
人
遺
文
」
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。

そ
の
他
、
歌
文
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
紫
漠
の
和
学
に
対
す
る

態
度
の
顕
著
に
表
れ
た
も
の
と
し
て
、
『
先
哲
偉
蹟
』
所
収
の
資
料

か
ら
、
国
学
相
誘
の
建
言
を
挙
げ
る
。
文
中
の
（
）
は
私
に
補
っ
た
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
、
紫
漠
か
ら
「
学
校
方
御
奉
行
中
様
」
へ
。

御
当
国
之
儀
は
、
以
前
は
井
澤
十
郎
左
衛
門
（
蝠
龍
）
な
ど
、

名
高
き
国
学
者
有
之
候
所
、
近
年
一
向
中
絶
仕
候
に
付
、
当
年

よ
り
は
国
学
相
誘
、
諸
生
の
内
必
多
度
会
読
等
仕
せ
候
筈
に
御

座
候
所
、
時
習
館
御
間
差
支
、
其
儀
難
相
成
御
座
候
、
依
之
頃
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日
御
達
申
候
、
習
書
齋
御
建
継
被
仰
付
候
者
、
其
内
に
て
少
々

御
間
取
分
け
、
国
学
の
所
に
仕
度
奉
存
候
間
、
労
以
御
達
申
候

通
の
間
数
、
御
建
継
被
仰
付
下
候
様
、
猶
又
奉
願
候
以
上
、
／

閏
二
月
二
十
日
高
本
慶
蔵

こ
の
内
容
は
、
当
国
（
熊
本
藩
）
に
は
以
前
は
井
澤
婚
龍
な
ど
名

高
い
国
学
者
が
い
た
の
に
近
年
そ
の
流
れ
が
絶
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。
故
に
国
学
の
講
義
を
行
い
た
い
、
つ
い
て
は
、
そ
の
為
の
部
屋

を
都
合
し
て
も
ら
え
な
い
か
I

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
よ
り

遡
る
閏
二
月
十
二
日
に
も
紫
漠
は
同
様
の
申
し
出
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
紫
涙
が
和
学
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
よ
り
物
語
っ
て
い

る
。
日
く
、
林
家
で
は
和
学
科
も
置
い
て
い
る
の
に
、
当
国
に
は
そ

れ
が
無
い
、
い
く
ら
唐
の
歴
史
を
覚
え
て
も
、
六
国
史
等
に
疎
い
よ

う
で
は
、
隣
家
の
系
譜
を
覚
え
て
自
ら
の
先
祖
を
知
ら
な
い
よ
う
な

も
の
だ
と
い
う
強
い
訴
え
だ
が
、
対
す
る
返
答
は
、

三
月
七
日

〈
付
紙
〉
前
文
略
国
学
之
儀
も
講
堂
欺
、
又
は
夕
飯
後
に
て

も
明
候
間
御
考
、
会
読
有
之
候
様

御
奉
行
中

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
紫
漠
の
和
学
へ
の
強
い
思
い
と

同
時
に
、
こ
の
当
時
の
藩
の
学
問
の
指
向
と
の
差
異
が
窺
え
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
「
新
熊
本
市
史
」
で
は
、
民
間
に
は
帆
足
長

秋
ら
の
国
学
者
が
出
て
来
て
い
た
が
、
時
習
館
で
の
国
学
講
座
開
設

は
紫
漠
の
こ
の
建
言
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
、
「
以
後
国

学
研
究
に
道
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
締
め
括
っ
て
い
る
。

だ
が
一
方
、
「
略
伝
』
で
は
、
「
当
時
の
有
司
、
眼
光
微
に
し
て
未
だ

国
典
の
尊
き
を
知
ら
ず
、
本
末
を
顛
倒
し
て
、
却
て
之
れ
を
余
事
の

如
く
思
ひ
居
た
る
な
り
」
と
評
す
る
。
つ
ま
り
、
「
新
熊
本
市
史
」

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
奉
行
所
の
返
事
に
対
す
る
紫
涙
の
落
胆

を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
建
言
の
結
果
に
つ
い
て
『
新
熊
本

市
史
」
で
は
、
国
学
師
範
の
初
代
に
紫
渓
が
、
二
代
目
に
長
瀬
真
幸

が
な
っ
た
、
と
だ
け
あ
る
が
、
「
略
伝
」
で
は
「
故
に
先
生
（
紫
涙
）

止
を
得
ず
、
日
々
館
中
他
学
科
の
講
習
終
る
を
侯
ち
て
、
其
教
室
に

有
志
の
徒
を
集
め
、
門
下
の
高
足
長
瀬
田
直
（
真
幸
）
と
共
に
、
記

紀
律
令
等
を
講
じ
、
大
に
尊
王
の
説
を
鼓
吹
し
た
り
」
と
な
っ
て
い

る
。
「
止
を
得
ず
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
奉
行
所
の
返
答
が
、
紫
渓

と
し
て
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
端
的
に

表
し
て
い
る
。
こ
の
多
少
の
受
け
取
り
方
の
ズ
レ
を
、
ど
う
捉
え
る

べ
き
か
。
こ
こ
で
「
先
哲
偉
蹟
」
に
載
る
資
料
を
挙
げ
る
。

右
一
巻
、
府
学
教
授
高
本
先
生
所
上
官
書
也
、
若
使
先
生
果
遂

其
意
、
則
自
寛
政
壬
子
春
、
至
弘
化
丙
午
今
、
既
五
十
有
五
年
突
、

皇
国
之
学
、
盛
行
子
吾
藩
、
広
学
雲
興
、
英
傑
並
出
焉
、
其
間

必
有
命
世
間
出
オ
、
則
吾
道
復
古
、
可
数
日
以
待
已
、
登
可
不
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謂
不
朽
盛
挙
乎
、
惜
哉
、
嗚
呼
道
之
難
行
也
、
（
後
略
）

こ
れ
は
紫
漠
の
弟
子
・
長
瀬
真
幸
の
弟
子
で
あ
る
国
学
者
・
林
櫻

園
が
、
後
の
弘
化
三
年
(
-
八
四
六
）
に
前
の
紫
漠
の
建
言
に
就
い

て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
紫
涙
の
希
望
が
そ
の
通
り
に
叶
っ

て
い
た
な
ら
、
今
頃
は
も
っ
と
多
く
の
優
れ
た
国
学
の
オ
を
持
つ
者

が
出
て
い
る
だ
ろ
う
に
と
、
当
時
の
藩
の
態
度
を
嘆
い
て
い
る
文
章

で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
「
新
熊
本
市
史
』
の
記

述
は
舌
足
ら
ず
で
、
『
略
伝
』
の
方
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、

当
時
の
実
際
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
、
推
察
の
域
を
出
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
件
か
ら
紫
漠
が
時
習
館
に
於
い
て
和
学
の
授
業
を
開
講

し
た
こ
と
、
和
学
を
尊
重
す
る
意
思
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

第
三
節

本
居
宣
長
と
の
交
流

前
節
で
少
々
触
れ
た
が
、
紫
漠
の
弟
子
で
あ
る
長
瀬
真
幸
は
、
国

学
者
・
本
居
宣
長
の
門
人
と
な
り
、
自
身
も
万
葉
集
の
研
究
な
ど
で

国
学
者
と
し
て
名
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
真
幸
と
紫
漠
、
そ
し

て
宣
長
を
巡
っ
て
は
、
興
味
深
い
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
続
肥

後
先
哲
偉
蹟
』
巻
七
「
長
瀬
田
鷹
（
真
幸
）
」
の
項
の
、
「
田
薩
翁

行
状
略
」
（
明
治
九
年
六
月
男
長
瀬
五
十
槻
謹
識
）
に
よ
る
と
、

真
幸
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
「
師
（
紫
漠
）
の
計
ら
ひ
に
因

て
、
遊
学
の
願
を
出
し
」
、
京
か
ら
伊
勢
に
到
っ
て
宣
長
の
門
人
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
再
び
寛
政
八
年
に
も
宣
長
の
許
に
学
び
、
翌

九
年
に
は
紫
漠
と
共
に
伊
勢
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
引

用
す
る
と
、
「
寛
政
九
年
二
月
二
十
一
日
、
高
本
師
同
伴
京
に
登
り
、

嵐
山
の
花
を
見
、
奈
良
に
到
り
、
所
々
名
勝
の
地
を
経
歴
し
、
吉
野

に
登
山
し
て
花
の
満
開
を
賞
覧
し
、
紀
行
ア
リ
伊
勢
に
越
本
居
師
に
行

く
」
と
あ
る
。
こ
の
「
紀
行
ア
リ
」
と
あ
る
の
は
、
熊
本
県
立
図
書

（
※
注

3
)

館
蔵
・
上
妻
文
庫
の
『
遊
京
雑
歌
』
（
上
妻
文
庫
65
、
昭
和
十
四
年

写
）
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
『
遊
京
雑
歌
』
は
「
国

書
総
目
録
』
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
妻
博
之
氏
に
よ
る
巻
末
識

語
で
も
、
こ
の
書
の
成
立
に
就
い
て
は
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
が
、

後
述
す
る
伊
勢
菅
相
寺
で
の
紫
漠
と
宣
長
の
贈
答
歌
も
見
え
、
貴
重

な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
「
田
薩
翁
行
状
略
」
に
戻
る
と
、
先
程
の
引
用
箇
所
の
後
、
「
高

本
氏
此
時
本
居
師
の
門
弟
と
な
れ
り
」
と
続
く
の
で
あ
る
が
、
紫
漠

が
本
居
宜
長
の
門
弟
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
こ
れ
以
外
の
幾
つ
か

の
資
料
（
例
え
ば
、
『
略
伝
』
に
は
「
師
弟
の
約
を
結
ぶ
」
と
あ
る
）

に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
宣
長
の
門
人
録
、
「
授
業
門
人
姓
名
録
」
（
大

野
晋
、
大
久
保
正
縦
集
校
訂
『
本
居
宣
長
全
集
」
第
二
十
巻
所
収
、

筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
年
八
月
）
中
に
は
紫
漠
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

寛
政
五
年
の
項
に
真
幸
の
入
門
は
記
し
て
あ
る
も
の
の
、
紫
漠
が
真

幸
と
共
に
伊
勢
に
向
か
っ
た
寛
政
九
年
の
項
に
も
、
そ
の
後
に
も
、

紫
漠
の
名
前
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
上
妻
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氏
も
、
「
長
瀬
真
幸
伝
（
三
）
」
（
雑
誌
「
日
本
談
義
」
昭
和
―
―
―
十
六

年
六
月
号
）
に
て
そ
の
事
情
を
、
紫
渓
が
当
時
既
に
時
習
館
の
教
授

で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
記
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
は
あ
っ
た
ら
し
い
も
の
の
、
紫
漠
が
こ
の
時
、

宣
長
と
相
対
し
、
歌
の
贈
答
も
行
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ

の
贈
答
歌
は
、
「
先
哲
偉
蹟
」
の
紫
漠
の
項
や
、
「
高
本
順
大
人
家
集
」

等
に
も
「
於
伊
勢
松
坂
菅
相
寺
席
上
贈
答
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。
各
書
に
よ
っ
て
多
少
の
異
同
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
高
本
順
大
人
家
集
」
よ
り
引
用
す
る
。

於
伊
勢
松
坂
菅
相
寺
席
上
贈
答

（
マ
、
）

菅
笠
日
記
の
道
を
と
め
て
鈴
屋
の
大
人
を
と
ふ
ら
ひ
て
順

み
よ
し
野
の
花
を
分
て
も
問
来
つ
る
君
が
枝
折
の
道
の
ま
に
ま
に

高
本
大
人
の
よ
み
て
賜
ひ
け
る
吉
野
山
の
歌
の
か
へ
し
宣
長

わ
け
見
け
む
花
の
よ
し
の
、
山
よ
り
も
深
き
心
の
お
く
そ
ゆ
か
し
き

心
あ
る
君
か
わ
け
:
む
み
よ
し
の
、
花
を
し
を
り
に
又
も
行
見
む

返

し

順

山
の
井
の
浅
き
心
も
君
を
の
み
し
た
ふ
心
は
ふ
か
き
と
を
し
れ

人

々

の

今

日

の

短

冊

を

た

ま

は

り

て

順

伊
勢
の
海
清
き
な
き
さ
に
来
し
か
ひ
は
言
葉
の
玉
を
ひ
ろ
め
て
そ
行
く

高

本

先

生

に

よ

み

て

奉

る

大

平

肥
の
国
の
道
の
後
な
る
、
熊
本
の
殿
に
つ
か
へ
て
、
つ
る
き
太
刀

其
名
も
た
か
き
、
高
本
の
は
か
せ
の
君
は
、
か
ら
文
の
道
の
は
か

せ
と
、
其
の
道
は
そ
か
ま
に
、
と
き
：
か
せ
人
を
し
へ
つ
A

、
朝

タ
に
み
ち
引
ま
す
を
、
神
国
の
神
な
ら
ふ
ち
ふ
、
神
の
代
の
直
き

て
ふ
り
を
、
か
ね
て
ま
た
た
ふ
と
み
ま
せ
る
、
事
の
た
ふ
と
さ
、

（
尚
、
「
遊
京
雑
歌
』
に
は
こ
の
他
に
「
探
題
遅
日
順
」
と

し
て
「
け
ふ
の
み
と
む
つ
び
し
友
も
菅
の
根
の
な
が
き
春
日
そ
猶
た

の
み
な
る
」
と
い
う
一
首
も
収
め
ら
れ
て
い
る
）

こ
の
寛
政
九
年
の
会
見
以
来
も
紫
涙
と
宣
長
の
交
流
は
続
い
て
い

た
ら
し
く
、
そ
れ
は
宜
長
の
「
音
信
到
来
帳
」
（
大
野
晋
、
大
久
保

正
編
集
校
訂
「
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
所
収
、
筑
摩
書
房
、
昭

和
五
十
年
八
月
）
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
九
年
の
三
月
三
十

日
（
こ
れ
は
「
遊
京
雑
歌
j

の
記
述
か
ら
も
恐
ら
く
紫
漠
と
宣
長
の

初
会
見
の
時
で
あ
ろ
う
）
に
「
国
府
た
は
こ
一
箱
／
筆
二
対
」

を
紫
漠
が
贈
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
寛
政
十
一
年
、
享
和
元
年
と
記

録
が
あ
る
。
ま
た
、
真
幸
宛
の
書
簡
（
同
、
「
本
居
宣
長
全
集
」
第

十
七
巻
所
収
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
）
に
紫
漠
の
名
前
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
そ
の
交
流
が
判
る
。
以
下
、
そ
の
書
簡
か
ら
紫
漠
に

関
す
る
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
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寛
政
九
年
七
月
二
日
、
「
一
、
高
本
氏
へ
も
御
面
会
之
節
、
乍

慮
外
、
宜
御
伝
達
可
被
下
、
奉
頼
候
、
」

同
年
十
一
月
廿
五
日
、
「
誠
二
当
春
は
御
東
遊
、
緩
々
得
貴
意

致
大
慶
候
、
高
本
氏
へ
も
始
而
得
御
意
、
大
悦
不
斜
候
、
」

（
＊
こ
れ
ら
は
同
年
の
会
見
の
後
、
国
許
へ
戻
っ
た
真
幸
に
対

し
て
の
書
簡
。
）

同
十
年
九
月
十
二
日
、
『
古
事
記
伝
』
の
成
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、

付
題
を
配
っ
て
歌
を
集
め
た
い
、
と
い
う
申
し
出
に
統
け
て
、

「
右
題
五
枚
此
度
差
進
申
候
間
、
御
詠
出
被
下
度
、
且
御
地
高
本
、

帆
足
な
と
其
外
へ
御
頼
被
下
、
詠
出
賜
り
候
様
二
致
度
候
、
」

同
十
二
年
八
月
八
日
、
「
一
、
高
本
翁
禰
無
事
二
御
座
候
由
、

添
辞
辱
存
候
段
、
尚
又
御
序
二
宜
御
伝
へ
可
被
下
候
」

当
時
既
に
国
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
宣
長
が
、
弟
子
の
関

係
者
で
あ
る
と
は
い
え
、
地
方
の
儒
者
で
あ
る
紫
漠
に
対
し
て
こ
れ

程
に
気
を
配
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る

ま
い
か
。
真
幸
の
弟
子
で
あ
る
国
学
者
・
中
島
広
足
も
そ
の
随
筆

『
橿
園
文
集
』
（
禰
富
破
摩
雄
、
横
山
重
校
訂
「
中
島
広
足
全
集
』
第

一
篇
、
大
岡
山
書
店
、
昭
和
八
年
四
月
）
で
「
故
鈴
屋
大
人
を
訪
ら

ひ
て
、

ヘ
だ
て
な
く
打
物
か
た
ら
ひ
、
国
に
帰
り
て
後
は
、
便
に
つ

け
て
た
え
ず
こ
と
通
は
さ
れ
き
、
さ
ば
か
り
か
ら
こ
と
を
学
び
な
が

ら
、
し
か
う
る
は
し
き
大
和
魂
に
し
て
あ
り
け
る
は
、
い
と
珍
ら
か

な
る
翁
か
な
と
て
、
鈴
屋
大
人
も
い
た
く
め
で
よ
ろ
こ
ば
れ
け
り
と

な
む
、
」
と
宣
長
の
紫
漠
に
対
し
て
の
称
賛
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
先
哲
偉
蹟
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
資
料
に
は
、
真
幸
と
交
遊
の
あ
っ

た
、
賀
茂
真
淵
の
門
弟
・
橘
千
蔭
が
、

李
氏
（
紫
涙
）
の
よ
み
給
へ
り
と
て
、
長
き
短
き
歌
ど
も
、
長

瀬
主
が
見
せ
給
へ
る
に
、
い
と
か
む
つ
世
の
み
や
び
す
が
た
に

し
て
、
め
で
た
し
と
も
、
め
で
た
く
な
ん
、
い
か
で
こ
と
く
は

ヘ
侍
む
や
、
あ
が
加
茂
の
大
人
に
こ
と
問
し
人
々
も
、
こ
A

に

は
中
々
に
残
少
く
な
り
に
て
侍
る
を
、
千
里
の
を
ち
に
か
く
古

ぶ
り
の
真
玉
な
す
光
は
残
れ
り
け
る
よ
と
、
よ
ろ
こ
ぽ
ひ
に
た

へ
ず
な
ん
、

と
紫
漠
を
賞
賛
す
る
言
葉
を
送
り
、

飛
鳥
の
つ
ば
さ
し
あ
ら
ば
速
日
別
速
く
も
行
て
こ
と
問
は
ま
し
を

と
詠
ん
で
い
る
。
紫
漠
も
そ
れ
に
感
激
し
て
、

こ
は
身
に
お
は
ぬ
も
の
か
ら
、
夜
ひ
か
る
玉
を
ゆ
く
り
な
く
え

た
ら
ん
心
ち
し
て
、
い
と
も
ぞ
か
し
こ
き
、
是
を
た
つ
き
に
、

た
え
ず
こ
と
、
は
ま
ほ
し
く
て
、

濱
千
鳥
あ
と
し
か
よ
は
ゞ
大
空
を
渡
る
翼
は
よ
し
や
な
く
と
も

と
返
し
て
い
る
。
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更
に
、
遡
る
が
真
幸
が
寛
政
八
年
に
宜
長
の
許
へ
と
出
立
す
る
際

に
紫
漠
の
贈
っ
た
文
、
「
送
言
草
」
に
は
、
紫
渓
の
真
幸
へ
の
期
待
、

ひ
い
て
は
紫
漠
自
身
の
和
学
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
が
表
れ
て
い

る
。
少
々
長
く
な
る
が
以
下
一
部
を
抜
粋
し
て
い
く
と
、

「
大
御
国
の
人
の
物
学
は
、
漢
籍
を
の
み
読
み
て
、
事
足
ぬ
べ
き
に

は
あ
ら
ず
、
御
国
の
書
を
も
、
つ
ば
ら
に
見
る
べ
き
も
の
な
め
り
、
」

と
始
ま
り
、
「
凡
そ
人
に
は
、
必
ず
五
品
の
や
か
ら
備
る
」
と
し
て

そ
の
五
品
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
、
「
然
れ
ば
、
物
学
び
せ
ん
輩
、
唐
の

文
を
読
て
は
、
同
き
道
の
理
を
深
く
極
め
、
御
国
の
書
を
見
て
は
、

異
な
る
形
と
物
と
を
、
つ
ば
ら
に
考
へ
ぬ
べ
き
も
の
に
な
ん
、
」
と
、

「
ふ
る
こ
と
ふ
み
等
を
見
て
は
、
古
の
世
の
形
を
し
り
、
／
古
事
記
、

日
本
紀
の
類
を
云
ふ
、
唐
の
書
経
、
春
秋
な
ど
の
如
し
、
」
と
い
う

よ
う
に
我
が
国
と
唐
国
の
史
書
、
詩
歌
、
律
令
格
式
を
挙
げ
て
、
「
そ

を
本
に
し
て
、
国
の
政
を
も
、
家
の
事
を
も
、
取
り
行
ふ
べ
き
事
に

な
ん
」
と
説
く
。
こ
こ
ま
で
で
紫
漠
が
和
学
・
漢
学
の
両
方
を
尊
重

す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

か
く
は
い
へ
ど
も
、
己
れ
ら
は
、
唐
書
の
業
に
暇
な
し
、
あ
は

れ
其
道
に
か
し
こ
か
ら
ん
人
も
が
な
と
、
年
頃
思
ひ
た
ま
ひ
つ

る
に
、
長
瀬
の
慎
幸
な
ん
、
其
人
に
は
有
り
け
る
、
一
と
せ
神

風
の
伊
勢
に
ゆ
き
て
、
本
居
の
大
人
に
こ
と
、
ひ
、
鳥
が
鳴
く
、

吾
妻
に
い
た
り
て
、
多
く
の
友
に
交
ら
ひ
て
、
学
の
道
、
い
よ
ヽ

す
A

め
た
り
、
同
し
国
同
し
里
に
、
か
、
る
人
を
し
も
、
え
つ

る
こ
と
、
霊
幸
、
神
の
助
給
ふ
に
こ
そ
と
、
い
と
も
う
れ
し
く
、

朝
よ
ひ
語
り
あ
は
す
る
に
、
玉
鋒
の
道
を
求
む
る
心
、
山
の
ゐ

の
あ
か
ず
し
て
、
今
一
度
、
大
人
の
鈴
屋
を
問
ひ
、
大
江
門
の

友
達
を
も
見
ば
や
と
、
思
ひ
立
ち
け
る
を
、
し
ば
し
の
別
も
、

．
を
し
け
れ
ど
も
、
た
ゆ
み
な
き
、
志
を
め
で
、
‘
己
れ
も
す
A

め
な
ど
し
か
ば
、
禰
思
定
め
て
、
明
日
の
足
日
に
、
門
出
せ
ば

や
と
な
ん
い
へ
る
、

こ
の
一
節
と
、
続
く
「
い
で
や
人
を
送
る
に
、
言
葉
を
も
て
す
と

云
る
、
古
事
あ
れ
ば
と
て
、
愚
な
る
心
に
思
へ
る
こ
と
ど
も
を
、
す
ゞ

ろ
に
か
き
っ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
、
あ
げ
つ
ら
ひ
が
ま
し
き
も
、
唐

ぶ
み
の
心
な
ら
ひ
な
ら
ん
か
も
、
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
も
、
自
身

は
あ
く
ま
で
も
漢
学
の
徒
で
あ
る
が
、
真
幸
に
は
和
学
を
十
分
に
学

び
、
実
と
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
念
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、

紫
漠
の
和
学
へ
の
強
い
思
い
入
れ
と
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
も
こ
の
「
送
言
草
」
は
、
天
皇
に
叡
覧
さ
れ
る
と
い
う
名
誉

を
紫
漠
に
齋
す
。
こ
の
出
来
事
は
「
続
近
世
叢
語
」
巻
之
八
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

李
紫
漠
善
国
文
及
歌
、
寛
政
中
、
其
所
作
国
文
、
伝
入
禁
披
、

天
皇
顧
謂
侍
臣
日
、
不
図
田
舎
能
出
斯
珍
突
、
肥
人
以
為
栄
、

紫
渓
因
自
号
田
舎
珍
夫
云
、
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第
四
節

文
中
の
「
寛
政
中
、
其
所
作
国
文
」
と
あ
る
の
が
「
送
言
草
」
の
こ
と
。

「
先
哲
偉
蹟
』
や
「
高
本
順
大
人
家
集
」
の
序
文
の
記
述
等
も
参
照

し
説
明
を
加
え
る
と
、
京
、
伊
勢
へ
遊
学
し
て
い
た
真
幸
が
京
に
滞

在
し
て
い
た
時
の
こ
と
、
小
川
某
と
い
う
人
物
と
親
交
が
あ
っ
た
。

こ
の
人
の
妻
・
伊
笹
は
禁
液
（
後
宮
）
の
針
医
で
あ
っ
た
が
、
彼
女

が
「
送
言
草
」
を
目
に
し
、
い
た
く
感
嘆
し
た
の
で
、
そ
れ
を
携
え

て
皇
后
に
供
え
奉
っ
た
。
す
る
と
机
の
上
に
あ
っ
た
そ
れ
を
上
皇
が

叡
覧
さ
れ
、
「
田
舎
に
よ
く
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
も
の
が
出
で
来
た

も
の
だ
」
と
感
嘆
し
て
宣
っ
た
。
後
に
真
幸
が
こ
の
出
来
事
を
伝
え

た
所
、
紫
渓
は
感
激
し
自
ら
「
田
舎
珍
夫
」
と
号
し
た
と
い
う
。

後
代
へ
の
影
響

最
後
に
、
紫
渓
の
和
学
の
尊
重
が
、
後
の
人
々
に
与
え
た
影
響
に

就
い
て
も
述
べ
る
と
、
弟
子
で
あ
る
長
瀬
真
幸
は
勿
論
、
真
幸
の
弟

子
で
あ
る
国
学
者
・
中
島
広
足
、
林
桜
園
と
い
っ
た
人
の
存
在
が
大

き
い
よ
う
だ
。
広
足
（
一
七
九
―
|
―
八
六
四
）
は
歌
学
の
オ
に
秀

で
、
熊
本
の
み
な
ら
ず
他
国
に
も
そ
の
名
声
は
広
ま
っ
て
い
た
人
物

だ
が
、
そ
の
評
判
を
受
け
て
藩
は
広
足
を
時
習
館
の
国
学
師
範
に
召

し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
数
多
く
の
著
書
を
残
し
て
お
り
、
後
進
に

影
響
を
与
え
た
。
そ
の
中
の
一
っ
、
前
掲
の
『
橿
園
文
集
』
で
廣
足

は
紫
漠
を
「
か
ら
国
人
の
末
、
か
ら
学
の
博
士
に
て
、
斯
う
る
は
し

き
日
本
魂
も
た
る
も
あ
り
け
り
」
と
称
え
て
い
る
。
同
じ
く
真
幸
の

弟
子
の
桜
圃
（
一
七
九
七
ー
一
八
七
0
)
は
、
私
塾
•
原
道
館
に
於

い
て
古
典
学
を
主
と
し
て
勤
皇
精
神
の
養
成
を
行
っ
た
。
明
治
維
新

の
肥
後
勤
皇
党
の
多
く
は
原
道
館
の
門
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
紫
漠
、

真
幸
と
受
け
継
が
れ
た
国
学
に
関
す
る
知
識
の
一
端
は
、
こ
こ
に

至
っ
て
勤
皇
思
想
と
な
っ
て
結
ば
れ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
紫
涙

に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
寛
政
四
年
の
国
学
相
誘
の
建
言
に

就
い
て
意
見
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
孫
弟
子
達
の
思
想
を

以
て
、
紫
漠
を
「
肥
後
皇
典
学
の
祖
」
と
称
す
る
。
「
皇
典
学
」
と
は
、

皇
国
の
典
籍
を
学
ぶ
学
問
、
つ
ま
り
国
学
の
こ
と
で
あ
る
。

更
に
、
尊
皇
思
想
家
・
高
山
彦
九
郎
（
一
七
四
七
ー
一
七
九
三
）

の
来
熊
の
際
の
紫
漠
と
の
交
流
に
就
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の

時
の
様
子
は
、
彦
九
郎
の
日
記
「
筑
紫
日
記
』
（
萩
原
進
、
千
々
和

実
編
纂
『
高
山
彦
九
郎
全
集
』
第
四
巻
、
高
山
彦
九
郎
遺
稿
刊
行
会
、

昭
和
二
十
九
年
六
月
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
彦
九
郎
は
寛
政
四
年

の
正
月
を
藪
孤
山
宅
で
迎
え
、
薩
摩
に
発
つ
二
月
二
十
四
日
ま
で
熊

本
に
滞
在
す
る
。
同
年
の
七
月
二
十
八
日
に
再
度
熊
本
を
訪
れ
、
八

月
二
十
一
日
に
去
る
の
だ
が
、
こ
の
日
記
に
は
熊
本
滞
在
の
間
、
彦

九
郎
が
紫
漠
宅
に
泊
ま
り
、
紫
涙
や
そ
の
門
人
達
と
語
ら
う
と
い
う

記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。

紫
漠
自
身
の
日
記
も
存
在
し
た
ら
し
い
が
、
『
先
哲
偉
蹟
』
に
は

彦
九
郎
に
関
す
る
箇
所
を
載
せ
て
、
「
高
本
慶
蔵
先
生
、
日
記
数
十
巻
、
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紫
渓
が
儒
学
者
と
し
て
優
れ
て
い
た
一
方
で
、
和
学
者
と
し
て
も

優
れ
た
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
言
わ
れ

て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
根
拠
を
改
め
て
提
示

す
る
こ
と
が
出
来
た
か
と
思
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
略
伝
』
の
結

論
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
紫
涙
の
「
国
学
者
」
と
し
て
の
面
の
み
を

強
調
す
る
の
は
、
果
た
し
て
正
し
い
捉
え
方
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
紫
涙
が
和
学
の
面
で
も
優
れ
、
そ
の

影
響
を
後
代
、
特
に
幕
末
期
の
熊
本
藩
に
与
え
た
の
は
確
か
で
あ
ろ

う
が
、
紫
漠
と
い
う
人
物
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
漢
学
の
面
が
や

や
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
和
漢
の
学
を
共
に
修
め
て

い
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
学
者
と
し
て
は
寧
ろ
当
然
の
姿
勢
で
あ
る

結
論

丁
丑
の
変
焼
失
、
儘
余
一
冊
あ
る
を
借
り
て
読
た
り
、
」
と
註
し
て

あ
る
。
丁
丑
の
変
と
は
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
の
こ

と
で
あ
り
、
戦
禍
に
よ
っ
て
紫
涙
の
日
記
や
著
述
は
そ
の
殆
ど
が
烏

有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
の
断
片
を
こ
の
「
先
哲

偉
蹟
』
や
、
『
略
伝
』
に
一
部
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
彦
九
郎
に
関

し
て
の
記
述
は
ほ
ぽ
内
容
に
変
わ
り
は
無
い
が
（
彦
九
郎
の
方
が
詳

細
で
あ
る
）
、
彼
と
の
こ
の
交
遊
も
紫
漠
を
幕
末
の
熊
本
の
勤
皇
思

想
の
祖
と
す
る
考
え
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

訳
だ
が
、
彼
の
場
合
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
「
国
学
」
に
偏
っ
て
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
の
「
送
言
草
」
か
ら
も
、

紫
渓
が
和
漢
の
学
の
ど
ち
ら
か
を
よ
り
尊
重
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
尊
重
す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
し
、
阿
蘇
惟
馨
に
頼
ま
れ
草
し
た
阿
蘇
氏
家
塾
の
記
に
も
、
紫
漠

は
こ
う
記
し
て
い
る
。

惟
荘
家
塾
、
所
以
教
祠
官
及
其
子
弟
也
、
故
以
国
学
為
主
、
漢

学
次
之
、
蓋
雖
国
書
、
蓋
仮
漢
字
、
若
不
知
漢
字
、
何
以
読
国

書
哉
、
第
其
仮
之
也
、
有
仮
音
者
、
有
仮
義
者
、
仮
音
者
、
固

不
論
其
義
、
仮
義
者
、
亦
義
或
不
同
、
不
可
一
概
而
論
也
、
是

以
有
国
学
師
、
有
漢
学
師
、
各
就
其
師
、
而
学
之
可
突
、
謹
勿

膠
柱
、
諸
生
其
勉
栴
、

こ
れ
も
ま
た
、
和
漢
の
学
を
共
に
学
ぶ
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
、
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
た
見
方
で
紫
漠
の
学
問

を
検
討
す
れ
ば
、
見
誤
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
き

ち
ん
と
彼
の
漢
学
の
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紫
渓
の
他

と
比
べ
て
突
出
し
た
点
で
あ
る
和
学
観
を
史
料
の
再
検
討
を
含
め
考

察
し
た
こ
と
で
、
改
め
て
彼
の
学
問
が
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
得
る
筈

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
為
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
代
的
な
横

の
繋
が
り
、
ま
た
歴
史
の
一
点
と
し
て
の
縦
の
繋
が
り
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
紫
漠
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
定
義
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
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注
2••• 

「
萬
松
匿
八
首
」
は
「
紫
漠
先
生
遺
稿
」
巻
之
一
に
所
収
。

紫
漠
の
よ
う
な
人
物
が
オ
を
重
用
さ
れ
、
藩
学
の
中
心
と
な
り
そ

の
流
れ
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
紫
漠
や
彼
に
関
わ
っ
た
人
物
と

い
う
個
人
的
な
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
藩
全
体
、
藩
同
士
の
学
問

の
交
流
に
つ
い
て
も
更
に
論
じ
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
今
回
見
て
き
た
こ
と
は
紫
漠
の
周
囲
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、

こ
れ
を
足
掛
か
り
に
し
て
、
よ
り
広
範
囲
か
つ
密
な
学
問
大
系
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注
1
:
．
恐
ら
く
末
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
明
和
初
年
（
一
七
六
四
）
よ
り
隠

棲
生
活
が
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
紫
渓
先
生
遺
稿
」
巻
之
五
（
『
肥
後
文
献
叢
書
』
巻
二
所
収
）
に
「
失

題
」
と
し
て
「
蘇
嶽
九
州
之
鎮
也
、
（
中
略
）
順
今
衰
病
、
不
得
復
言
詩
、

但
少
時
寓
居
其
山
址
、
蓋
七
八
年
、
（
後
略
）
」
と
あ
る
。

注
3
…
上
妻
文
庫
は
故
上
妻
博
之
氏
が
県
関
係
の
資
料
を
手
写
さ
れ
た
も
の

を
「
乗
燭
雑
録
」
と
名
付
け
て
編
纂
、
昭
和
四
十
一
一
一
年
に
遺
志
に
よ

り
熊
本
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
活
字
に
な
っ
て
い
な

い
紫
瀑
関
係
の
文
書
も
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
古
典
籍
総
合

目
録
』
（
岩
波
書
店
）
に
「
秋
月
郷
土
館
近
世
中
期
写
一
冊
」
と

な
っ
て
い
る
「
詠
月
三
十
首
」
（
藪
孤
山
・
藪
孤
山
女
詠
、
高
本
紫

注

漠
批
）
も
、
恐
ら
く
上
妻
文
庫
蔵
の
「
詠
月
三
十
題
」
と
同
じ
も

の
で
は
な
い
か
。
但
し
上
妻
文
庫
で
は
孤
山
と
孤
山
の
姉
が
詠
ん
だ
、

と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
に
挙
げ
た
「
遊
京
雑
歌
」
は
、
熊
本
県
立
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
論
集
第
一
号
（
平
成
二
十
年
九
月
）
に
翻
字
を
全
文

掲
載
し
て
い
る

C
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